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1．　MINTSとは

　MINTS（MIn量Numerical　Taxenomy　System）は，主にクラスター分析の解析処理を行うために開発

したプログラム・パッケージである。その特徴として，次の事項を挙げることができる。

　1）独自の簡略化された命令文を持ち，利用者はこれを指定するだけで解析を行うことができる。

　2）多数組のデータを複数の課題（手法）により一括処理することが可能である。

　3）命令文の方式は，ほとんど自由書式であり，必要なキーワード，数値キーを簡単な規則に従って指定するだ

けでよい。また，それらの前後に任意の文章（英文）を挿入し七もかまわない。

　4）標準値（default　Value）が設定されているので，これによる実行の場合には，命令文の指定はきわめて

簡略である。

　5）一方，豊富なオブシuン機能も持つので，これを利用した，多様な分析も可能である。

　6）入力デーSの形式が多様である。すなわち，（サンプル）×（変数）の多変量構造データに限らず，主成分

得点データ，距離行列，類似度行列などのデータまで多くの入力形式データが利用できる。

　7）データの性格診断ルーチンをオプション機能として含む。クラスター分析は，手法によって，データの入力

形式に様々の制約が起こる場合があるという性質を持っている。そこで，利用者が事前にデータの形式（多変量構

造データ，距離行列，主成分得点データ，等）と，種類（カテゴリカル，区間尺度，バイナリー型データなど）と

を与えると，これと処理指定課題との相性を診断し，不適切の場合には，利用者に警告メッセージを呈示する。

2．MINTSの利用法

2．1MINTS命令文，　MINTSジョブ，　MINTSファイル

　分析処理内容の指示は，すべてMZNTS命令文　によめ行う．。命令文は原則としてカードで．与えるが，このカ

ード上には，処理の内容を指示する命令語とその内容明細を一与える明細指示語が必要である。この両者は，必らず

命令語，明細指示語の順に．与える。

　命令文の種類には大別して次の3種類がある。

　1）MINTS　ジョブ制御用

　2）分析課題名（手法名）指定用

　3）その他

　命令文はカードの集まりとしてセットされるが，これをMINTS命令文カード・ブロックと呼び，処理の1単

位（1ジョブの流れ）をMINTSジョブと名づける。

　1）はMINTSジョブの実行に必要なデータの入力指示と作業ファdル上へのデータの格納，検証，課題ごと

のパラメータ指定，オプション指定，ジョブ終了指示などを行うための命令文である。2）は，クラスター分析の

各手法の課題名を指定する命令文である。3）は，1），2）に含まれない命令文で，タイトル・カードと入力書式

指定カードの2つがある。

　なお，MINTSでは，一旦入力用の命令文により読み込んだデー一Sを作業ファイル（磁気ディスク）上に格納

し，これを解析処理の指示順に，必要部分だけを読み取り処理を行うという解読方式をとっている。この入力命令

文により定義する原データのファイルをMINTS　7アイルと呼ぶ。
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2．2MINTS命令文の構造

　MINTS命令文の特徴は命令語と明細指示語を一与えるだけですむ・という点にある。これをMINTS内の解読

ルーチンにより解読の上，誤まりがなければその内容に相当する副プログラムを呼び出した上で指定のデータの処

理を行う。このとき，2つの解読方式を利用している。その1つは，キーワード解読方式であり，他の1つは，数

値キー解読方式である。

　キーワ∴ド解読方式とは，命令文カード上に与えた処理内容を指示する英文字を読みとり，その中からキーワー

ドとして意味のある文字群をひろい出しこれを照合テーブルに照らしてその正誤を確認するという方法である。ま

た，数値キー解読方式は，数値によリ指定した処理内容を判定表に照らして解読の上その適否を検証し処理を行う

ものである。このとき，処理の内容区分を与える機能キーとその中での具体的な条件を指定する条件キーとがある。

　命令語はすべてキーワード解読方式であり，明細指示語は，両方式を用いている。前述のように，明細指示語は

必らず命令語のあとに指定することが必要だが，キーワードと数値キーの指定の順（ならびの順）にはとくに指定

の順位はないという点が特徴である。したがって，それらの間に任意の英文字，特殊文字（のほとんど）を置いて

もよいという自由性を持つ。すなわち，必要なキーワード，数値キーを含んで，ある程度自由形式の文章化された

（勿論英文のいみで）命令文を与えることが出来る。

　な齢，命令文の基本的な部分を一覧表として表1に整理してある。とれらの表と，次に述べる命令文の基本的な

指定規則を知れば，MINTSを容易に利用できる。

2．5　記号・記法の一般規則について

　このマニュアルを通じて使用する記号と記法の概略をまとめて於く。

　1）命令文中の下線部は必ず指定すべき部分で，解読のキーとなる。

　2）　〔〕は省略可能であることを示す。

　3）｛｝または命令文に対して一与えられる□により指定内容を表わす。

　4）小文字のアルファベットにより数値を表わす。

　　　a，b，　e，a等で実数値を表わし，n，　nn，m，mm，1，kで整数値を表わす。

　5）条件キーをかこう□は，その中の条件キーが標準値であることを示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（→各課題のオプション機能一覧表を参照）

　6）L」は少くとも1個以上の空白の指定が必要であることを示す。
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表し MINTS命令文の一覧表
1　種類

指　　　　定　　　　方　　　　法

旦EA⊇

DINPUT］TAP旦〔nn〕

hNPUTL」FILE〔nn〕
’RAW，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

bATEGORY　　　　　　　　　　　　　　　王YP璽＝

rCORE　　　F

卜

SIMILARITY

旦1坐RY

pUANTITATIVE

ジ
　
　
ョ
　
ブ
　
　
制
　
　
御
　
　
用

’　⊆HEgK：〕夏ORM＝

A　PARAMETER

DISTANCE MIXED

RELATION
、　　　　　　　　　　　　’

　　　（＊）

k
　
O
P
T
I
O
N
　
　
　
　
幽
　
　
　
（
＊
）
　
旦
T
O
£

　　　　　　　　、

@　　　　　N＝エ，M＝三…”・〔キーワード〕

ｱこで，πニサンブル数，　皿＝次元数　である。

@　　　生逃凸一生・一・〔キー・一ド〕〕ここで，π1，勉……は機能キー，加1，砺……は条件キーである。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

分
　
析
　
課
　
題
　
用

ASSOCIATION　ANALYSIS

vFUZZY　CLUSTERING

gIERARC且ICAL　ANALYSIS

hSODATA

jMEANS　METHOD
l
A
I
D
　
（
M
U
L
T
I
V
A
R
I
A
T
E
－
A
I
D
）
I
I

CLUSTERING　FOR　CATEGORICAL　DATA

oCA　（PRINCIPAL　COMPONENTS．ANALYSIS）

1

そ
　
の
　
他

タイトル・カード

?ﾍデータの書式指定
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5．MINTSジョブ制御命令文について

　MINTSの特徴の一つに制御用命令文によって，データの入力，処理条件，データの診断などの処理の指定が

可能であるという点があげられる。

　MINTSジ。ブ制御用の命令文として次の表2にあげた6種類がある。

表2　ジ。ブ制御用命令語一覧表

．　　　　A　　　　A
@　　　ロlJ　　　　T1 語 機 能

READ カード・データの入力指示

INPUT ファイル・データの入力指示

CHECK： データの診断

PARAMETER パラメータの指示

OPTION オプション機能の指定

STOP MINTSジ。ブの終了を示す
「

　　READ文　INPUT文　　　　　　　’

〔機能〕

分析データの入力機器論よび機番の指定を行う。

入力機器あるいはデータの入力媒体として，磁気テープ，磁気ディスク，k・よびカード・データの3種類利用で

きる。

〔指定方法〕

　入力媒体の種類に対応して次の4通りの指示方式がある。

　　　　　READ

　　　　　INPUTL」TAPE　（nn）

　　　　　INPUTuFILE　（nn）

　　　　　INPUTuSCORE

　上から順にカード，テープ，ディスク，主成分得点データを入力する指定書式に相当する。磁気テープまたは

磁気ディスクからデータを入力する場合には，入力機番（nn）を指定する。この指定は省略可能である。

〔標準値〕

　1）　入力機番nnを省略すると磁気テープの場合にはnn＝09，磁気ディスクの場合にはnn＝10が標準

　　　値として与えられる。

〔制限事項〕

　1）　カード・データを入力の場合，そのカーードはREAD文に続いておく。

　2）　これらの入力指定命令文の省略は許されない。
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　　CHECK文

〔機能〕

　各課題に対して，入力しようとする分析データの取扱いが可能か，すなわち課題とデータ形式の適合性をデータ

の形式gFORM），澄よび種類（TYPE）について吟味する。な於，この命令文はオプシ。ン機能であり省略

が許される。

〔指定方法〕

　分析データの形式および種類に対応して種々の指示方式の組み合せが可能である（→表1参照）。なむ次の例に

みるようにキーワードFORMとTYPEの指定順に優先順はない。

〔例題〕

　　　CHECKuFORM　＝　RAW，TYPE　＝　QUANT

　　　CHECKuTYPE　＝＝　BINARY，FORM　＝　RAW

　　　CHECK－FORM　＝　SCORE

　判定の結果，指定した課題に対して入力データが適合しない場合には課題の処理を中止し，次の課題へ移行する。

〔制限事項〕

　FORMとTYPEの両者を指定して，初めに指定したキーワードで不適切と判定されたとき，第2に指定のキー

ワードの処理は行わない。

　　PARAME　T　E　R文

〔機能〕

　この命令文は次の処理機能を持つ『

　　　1）　サンプル数の指定（n）

　　　2）　次元数の指定（m）

　　　3）　その他のパラメータ（数値キー，キーワード）

〔指定方法〕

　各課題において多小の違いがあるが，全体で7つの型がある。
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表3　パラメータ文の標準書式

〈型〉 〈指定書式〉 〈利用できる課題名〉

1

π

皿
W
V
M

PARAMETER
PARAMETER
PARAMETER
PARAMETER
PARAMETER
PARAMETER
PARAMETER

π
π
π
η
π
π
π

皿

　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
ド

　
　
　
）
）

　
　
　
　
　
一

　
　
）
ド
ド

㌦
よ
靭

　
　
ワ
一
一

　
　
　
　
　
（

～
4
一
キ
キ
6

　
　
キ
（
（

π
糀
（
‘
π
π

KMEAN，MAID以外で利用可能

FUZZY，PCA以外で利用可能

ASSOC　IATION，HIERARCHICAL，KMEANS
のみで利用可能

CLUSTER，FUZZYのみで利用可能

C1．USTERのみ利用可能

FUZZYのみ利用可能

CLUSTERのみ利用可能

ここで，nはサンプル数，　mは次元数，6澄よびkはその他の数値キーである。

また、ここで（キーワード）は次の3種のデータ入力形式の識別コードである。

　　1）　SIMILARITY

　　2）　DISTANCE

　　3，）　RELATION

これらのキーワードの指定位置は，命令語のあとであればどの位置に挿入してもよい。

OPTION文

〔機能〕

各課題が備えているオプシ。ン機能を指定する命令文である。

〔指定方法〕

命令語OPTIONvaつづいて，明細指示語を与える。　OPTION文の明細指示語は次の構造をもっている。

　　　　・機能キーと条件キー

　　　　・キーワード

　ここで機能キーと条件キーは1対で1機能を表わし，必ず，この対の形式で指定する。

　　　　　　　　　　　　　表4　0PTION文の標準書式

〈型〉 〈指定書式〉 〈利用できる課題名〉

1　0PT工ON

皿　OPTION 1
1

蹴
皿
＝
＝1
1

π
π

n　2＝m2ジ・・… @　ASSOCIATIONを除くすべての課題

…■… iキーワード）KMEANSの場合に限る

上の表で，n1，n2，……は機能キーを表わし，π1，M2，……は条件キーを表わしている。

　ここで，（nl，m1），（n2，M2），……という対と，その並びが処理条件の内容指定として意味がある。

　（n1，Ml）とは，各課二二に一与えられたオプシ。ン機能一覧表の中のある処理内容nlの実行の指定であり，そ

のときの具体的な処理条件をMlで指示する。

　たとえば，

　　　　　OPTION　（1，3），（3，1），（2，1），・一一一一

と一与えると，まず初めに，機能キー1でその条件キー3の処理，次に，機能キー3で条件キー1の処理，一・・…と
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順に処理が進行する。

　な澄，OPTION文には，上の表にみるように，2つの型（1型，皿型）があるが，皿型はKMEANSに限っ

て利用できる。このとき，キーワードの位置は命令語OPTIONの後の機能キーと条件キーの対（ni，mi）の

間のどこに位置してもよい。

　なk・，命令語，各数値キー一　Jキーワードの間は，少なくとも1つ以上の，英文字で仕切られていればよい。

〔標準値〕

　課題別に用意した，オプシ。ンー覧表に挙げてある。

〔制限事項〕

　1）　機能キーの指定は必ず整数値である。

　2）　条件キーには整数値，実数値の2通りの指定が可能である。

STOP文

〔機能と指定方法〕

　MINTSジ。ブの終了を指示する。必ずMINTSジ．ブの最後にfO＝く。
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4。MINTSジョブの標準的な利用法

MINTSジ。ブの標準的な利用法

〈指定の優先順〉 〈処理の内容〉

〈1＞

〈2＞

〈3＞

〈4＞

〈5＞

〈6＞

〈7＞

〈8＞

〈9＞

〈1　O＞

データ入力機器・機番の指定（READ，INPUT）

入力データ（CARD，TAPE，SCORE）

分析課題名の指定（課題A）

〔課題A間するデー・診断の齪（・HECK）〕

課題Aのパラメータ・カード（PARAMETER）

課題Aのタイトル・カード

課題Aの入力データの書式指定

〔オブシ・畷能の指定（・PT・・N））

分析課題名の指定（課題B）

・・… 謔P課題Aの処理

〔課題B關するデー瑠断の指定〕
一・… 謔Q課題Bの処理

〈k＞ MINTSジ。ブ終了の指示（STOP）

｝一第・課題・の処理

　　　（以下上の書式を反復

　　　　指定する）

　ここで，次の事項を守ることが必要である。

1）□印の命令文は省略できない（必ず指定する）。

2）〔　〕印の命令文は省略可能である。CHECK文を指定しないときには，この機能は働かない。また，

　　OPTION文を指定しない場合には，各課題内に用意された標準値が与えられる。（→課題別のオブシ。ン

　　一覧表を参照）。

3）　入力データがカード以外（磁気テープ，ディスa上にある）のときには，データ入力機器，機番の指定の後

　　に、第1課題の処理を指定する命令文か一ドを続けてよい。

4）　STOP文が現われるまで，　MINTSジ。ブは，指定課題の処理を順次続ける。なts，入力データの書式指

　　定（とく確，データの型），オプシ。ンの条件はそれぞれ課題に澄いて異なるので，各課題の説明を参照され

　　たtA。

5）　上の書式は，1組のデータセットを複数の課題で処理する形式を示している。

　　多数組のデータ・セットを複数（あるいは1つの）課題で処理する場合には，上の書式からSTOP文を除く，
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　　ブロックを反復すればよい．

次に標準的．なMINTSジ。ブの利用例をあげてteく．

〔例題〕

O　READ　INPUT　L）AIA

＠

＠

　→P一一層融一燗■鳳夢一〇一一r一層■一囎一一一・←

　l　　　　　　　　　　　t
　I　　　　　し）ATA　（lA尺じ　　　　　1　　　　　　　　　　〔データ。セット（1）〕

　l　　　　　　　　　　　l
　十鱒qg噸駒一■慶■■胴酔一一馴［唱酔幽一一一■隙燗圏→L

HIERARCHICAし　CLUsTピ←ミlf・1（b　6Y．（二91・iビ三揺A1し｝1．・IAL　5（．｝1こi層・1ヒ．

PARAMETI三R　　　　NU評lbt三R　　OF－　　t　Al・1PLE，5：ら6，　．iYUi・・｝t，LR　　しjF’　　L，1一ヒi㌔i｝三し｝」・ξ；》；1づ

〈　KENDAしし．5　じATA　＞　　　　　　｛　TH工乏｝　i5　TITしし　（ン㍉（sV　）

（　3X，isFS．O　）

＠　READ　CARD

＠

十一■齢帽騨ローr陶O層■一●脚■［●［O明騨一噛摩鯛幽鯛騨十

l　　　　　　　　　　　　　I
l　　　DATA　（二ARO　　　　l

I　　　　　　　　　　　　i
や引診一一一〇〇の一i・一瞬一●一欄・一口†

〔データ・セット（2）〕

　ウ

アータ幽セット（1）

の課題指定

＠

＠

＠

＠

＠

KYiEANS　ANAL．Ysls　bY　｛・11；．尋1凹IZ五Nも　毛玉T．h1㌧　（二しし51ヒii　bVi，　u卜　b　；sU《・r～し⊃．

PARAMETER　　（二A5鉦S　ARピ　i5G，　VA卜《IArsLit　S　Aベヒ　ら，　A…yl，　しし．IJこP．11Li｛5　“仁．NL｝ぐ，kl’t．　ヒ：　P・、・　一）・

FISHER’S　IRi5　〔）A．TA　　（　Th玉5　！5　．’1幽’正TLL　（LA重くし’　ゼuk　F『lk5．T　］べIAL）

く　5X，今F502　》
OPTION　1一　Cl］i－F’　！Lt　（6）＝20　，　Rt，1’　PL．　AT　（　1’　t－i　1　i）　1　：！　ij　F：　TI　L．．，i　），　L’　A．〈！：i　〉

150DATA　METI1iUD
PARAMETER　5AiiiPLLS
FIsHER，S　IRIS　VATA
（　5X，4F5．2　）

150　　のしiヒ吋b正」4s　‘｝

（　5ヒ（：Lj．噸〔）　1　iS王At帰　）

F）（二A　　（　P卜～INCIPAL　しし〕糾ト）U㍉巳層T『5　A内ALYJ五こ～　）

PARAMETER　　rg　＝1うO　，　邑；砕
甚書ξ舞　FEsi→ER，S　IR15　0ATA　｝乏｝ξ妻｛　（　’丁｝｛1トこし：：　TRI姦し　）

（　5×，4F5．2　）

1　iv　PUI　Sし鰍E　DATA　bピ、＼LkAT』F鵡、：ドし、．

K卜1EANs　PRU（二己ΩuべE
PARAI　E1’EF：〈　CA5＞t；5　15Q　，　Vi｝，it，，’．i　k．ti・ti．〉　？．i　，　iiJ　TIAL．

一一一 @（二しUsTtilR三西（ま　1謡ゆIVIじUAL　与（ンニ）’〈LJ　lノしKlvしレ　ゼ・藁，

C　2F8．4　）

5TeP

　　　　　　　セ［：し‘v；こ｝1Lへ＝；ご

t・て，il　、．ll　r’　「2　：L）f．1、岬R噂∫　三RIS　　、i　｝　一一嗣

　　　　　　　　　●
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〔各ブロックの説明〕

①：デ；タ・セヅト（1）の入力指示

②：デーs・セットω

③：データ・セット（1＞の課題指定

④＝データ・セット②の入力指示

⑤：デーS・セット（2）

⑥：データ・セ。ト（2）による第1課題の指定

　　以下⑦，⑧，……で第2，第3，・・・…　課題の指定

⑩：MINTSジ・ブ終了の指示

〔処理内容の概略〕

　1）データ・セット（1）を入力し，（①，②），階層的（HIERARCHICAL）手法を実行する。処理条件は

　　　すべて標準値を用いる（③）。

　2）　次にデータ・セット（2）を入力する（④，⑤）（このときデータ・セット（1）は消去されデータ②が格納される）。

　　　まずk－means法（KMEANS）を行う（⑥）。初期クラスターを2個から最大クラスターを5個と指定

　　　して分類を行う（PARAMETER）。オプシ。ン機能を用いてクラxタリングを反復試行する（OPTION）

　　　クラスタリングの結果を下番20のディスク上に出力する（1－0一一FILE（6＞＝20で指示）。

　3）　次にデータ・セット（2）の第2課題としてISODATAを実行する。このときすべて標準値を用いる（⑦）。

　4）　さらに，データ・セット（2）の第3課題として主成分分析（PCA）を行い（⑧），その結果えられる主成

　　　分得点データの第2主成分までを入力データとしてKMEANSを実行する（⑨）。この場合もすべて標準値

　　　を用いる。

HIERARCHICAL 〔標準的な階層的クラスター分析〕

〔標準書式〕

HIERARCHICAL
1LteL1IZ！RAMETER　N　＝e　，　M　＝u　［MAXC　LUSTER　＝L　，　METHOD　＝k］

タイトル・カード

入力データの書式指定

ここで　　n＝サンプル数

　　　　　　m＝：次元数

　　　　　　♂＝最大クラスター数

　　　　　　k＝手法の指定（→オプシ。ン機能参照）

である。

この課題により，標準的な，階層的クラスター分析によるクラスタリングを行なうことができる。

特徴的な機能として次の事項が挙げられる。

1）　eラスターごとの各種統計量（平均ベクトル，Oラスター内分散，メンバーシップ・リストなど）の豊富
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　　な出力内容をもつ。また，これらの出力の水準をオブシ。ンにより制御できる。

2）　クラスター数の目安を与えるための“クラスター数評価基準”をいくつか算出する。これによりPラスター

　　数をいくつとするか見当をつけることができる。

3）　乱数を利用して，手法の“感度分析”を行うことができる（シミ＝レーシ。ン機能）。

　　すなわち一与えられたデータ布置に対し，各サンプルにノイズを付加して，この布置を撹乱し，それに対してa

　　ラスターの個数がどのように変化するかその挙動を追跡することができる。これにより，まとまりのよいク

　　ラスターの存在の有無の手掛りを得るとともに，各手法の．与えられたデータに対する適合性を評価することも

　　可能である。

4）　8つの手法を任意に指定することができる（1種類または多種類のいずれも可能である）。

〔制限事項〕

　1）　1とkの関係について

　　手法キー左だけを指定することができるが最大クラスター数‘だけの指定は許さない。‘の指定は彦と対にし

　　て指定することが必要である。

　　　な詮、♂澄よび潅を指定しないとき，標準値はそれぞれ次の値が与えられる。

　　　　　　　　1－mi・｛万，20｝

　　　　　　　　k＝＝1　（single　iinkage）

　2）　シミュレーシ。ン機能はサンプル数が少ない場合に利用することが望ましい（n≦100程度）6nが大で

　　あると計算時間を費すので，注意を要する。

　3）　手法の指定に関する注意

　　　1つの手法だけを利用する場合には，kを指定すればよい。このときkの数値は，オプシ。ン機能一覧表の機

　　能4にあげた条件キーと同じ数値キーを利用する。

　　　複数個む手法を指定したい場合には，まずkで第1番目に利用する手法のキーを指定し，次にオプシ。ン機

　　能の機能キー4を使って最終の手法のキーを指示する。した声って，つねに，k≦（オブシ。ン機能キー4で

　　　　　　　　　　　　　ホ　　指定の条件キーの値彪　）でなければならない。

　　　　このように与えると第彦番目の手法から彦＊までの手法をすべて実行する。

〔例題〕

HIERAR
PARAMETER　N　＝　100

DEMO－DATA　（1）

（3F2．0）

OPTION　（4，8）

M＝3，METHOD＝2

HIERAR
PARAMETER　N＝　150　，　M＝＝　10

DEMO－DATA　（2）

（10F8．2）

OPTION　（4，5）
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　第1の例は，手法2から手法Sまで実行する。

　第2の例は，kを省略したため，鳶には標準値1が与えられる。したがって，手法1から手法5まで実行する。

〔オプシ■ン機能〕

処理の内容 機能キー 条件キー 説　　　　　　　明

出力条件の指定 1 一1 シミュレーシ。ン時の評価基準統計量のみ出力
」

回 最終情報（クラスター連結情報，クラスター数評価基準の一

覧など）

1 0十（メンバーシヅプ・リスト）

2 1十（デンドログラム）

3 2＋（各分割レベルでの全クラスター級内，級間分散・共分

散行列凄よびそのトレース）

4 3十（各分散レベルでの全クラスター於よび各クラスター

の炉内、級間分散・共分散行列艶よびそのトレース）

5 4＋（各分割レベルでのクラスター数評価基準の出力）
1

データの正規化の指定 2 匝］ 正規化しない

1 正規化する

順位相関係数の算出指定 3 回 計算しない

1 一計算する

「

手法の指定 4 巨］1

Nearest　Neig恥bor（Slngle　Linkage）
2 Furthest　Neighbor（Complete　1．inkage）
3 WPG（Weighted　Pair－Group）

4 Median
5 Group　Average
6 Centfoid
7 Ward’s　Method

8 Minimum　Spanning　Tree
シミュレーション回数の 5 回 シミュレーシ。ンは実行しない

指定 粘 π　回シミュレーションを実行する
3 3

クラスター数評価基準量 6 回 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1v算しない

の算出 1 計算する

付加する乱数の大きさの

w定

7 回
α 離∴ご自認）

1
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CLUSTER　I　N3　K）R　C酊EGOR　ICAL　DATA　〔カテゴリカル・データの階層的分類〕

〔標準書式〕

CLUSTER
PARAMETER　N＝n，　M＝m，〔METHOD＝Z〕〔利用する親縁性の種類の指定キーワード〕

タイトル・カード

入力データの書式指定

　ここで　　n＝サンプル数

　　　　　　m＝次元数

　　　　　　君二手法の指定

　である。

（1）この課題は主としてカテゴリカル・，データの階層的クラスタリングに適した課題であb，つぎの特徴を持つ

　てhる。

　a）入力データの型は実数型，整数型のいずれも扱うことができる。

　b）入力デーSの型の識別（実数型か，整数型か）は，入力書式カードの指定内容の解読により自動的に設定

　　される。すなわち，実数型書式を与えると実数型のデータと判定する。整数型についても同様である。

　c）距離行列や類似度行列などの親縁性データを扱うことができる。

　d）19通bの類似度や非類似度の指定が可能である（→オプション機能一覧表参照）。

②　手法としては，次の表の7種の指定が可能である。

1

手法指定の数値キー君 手　法　名

回 Nearest　Neighbor（Single　Linkage）

2 Furthest　Neighbor（Complete　Linkage）．

3 Group　Average

4 WPG（Weighted　Pair－Group）

5 Centroid

6 Median
7 FarriぎMethod

な壽，手法の指定にあたって次の点に留意することが必要である。

i）L＝7は実数型データで距離を利用するデータに対してのみ有効である。

ii）L＝1および2については，入力データの形式指定との関係で次のような組み合わせが考えられる。

1
2

＝
＝

君
君

〈親縁性の種類の指定キーワード〉

　　DISTANCE

Single’Linkage

Complete－Linkage

SIMILAR　ITY，　RELATION

　CompleteLLinkage

　Single－Linkage

　　すなわち，データ形式によ9，手法の切り換えが行なわれる。

㈲　距離行列型データの入力時には，正方行列（n＝m）となる。このときn（またはm）の値だけ指定すれば

　よレ㌔
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　　　　　（サンプル）x（変数）の多変量型データで，

　　　のときにはn，mとも，指定が不可決である。

〔オプション機能〕

サンプル数と次元数が等しい場合にもn＝mとなるが，こ

処理の内容． 機能キー 条件キー 説　　　　　　　　　明

類似度・非類似度 1 1 Distance　for　binary　data

の指定 〔dissimilarity（0，。。）〕（＊）

回 Simple　matching　coefficient

〔similarity（0，1）〕

3 Jaccard　coefficient

〔sim．ilarity（0，1）〕

4 Czekanowski－dice　coefficient

〔similarity（0，1）〕

5 unnamed　coefficient（Sokal－Sneath）

〔similarity（0，1）〕

6 unnamed　coefficient（Sokal－Sneath）

〔similarity（0，1）〕

7 Rogers　and　Tanimoto　coefficient

〔similarity（0，　D〕

8 Kulczynski　coefficient

〔similarity（0，1）〕

9 Sokal－Sneath　coeffic童ent

〔similarity（0，。。）〕

10 H．aman　coefficient

〔similaritシ（一1，＋1）〕

11 dot　product　（Russell－Rao　coefficient）

〔similarity　（0，1）〕

12 Kulczynski　coefficient

〔similarity（0，1）〕

13 unnamed　coefficient（Sokal－Sneath）

〔similarity（0，1）〕

14 Ochiai　coefficient　（　cosine　）

〔similarity（0，1）〕

15 unnamed　coeffic．ient（Sokal－Sneath）

〔simUarity（0，1）〕

16 correlat：ion

〔relatiOnal（一1，＋1）〕

17 Yule　coefficient

〔　re亜ational．（一1，　＋　1　）　〕

18 distance　for　binary　data

〔dissimilarity（一。。，。。）〕
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19 dispersion

@〔　relation　（一］L，　＋　1　）　〕

データの正規化 2

0
1

正規化する

ｳ規化しない

距離関数に対する

dみの指定

3 一国

@2
@3
@4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
dみなし

沍ｳ数規の2乗つ逆数を重みとする

e変数の標準偏差の逆数を変数ごとの重みとする

Tンプル数πの1／βを重みとする

距離計算式の指定 4

1
2
3

ミンコフスキー型距離

i1一相関係数）／2

banbera　metric

ミンコフスキー距

｣のべきの指定

5
回
　
α

ユークリッド距離

~ンコフスキー距離（αは正の実数）

〈注〉

　（＊）これは，非類似度（dissimilarity）で，その値が区間（0，。。〉に分布することを示す。他の〔〕

　　　内も，同様に解釈する。
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FUZZY　CLUS　TER　I　NG〔ファジィ・クラスタリング〕

ファジィ関係を利用して，階層構造を作り出すクラスタリングの方法である。

一般書式は次のとうりである。

〔標準書式〕

FUZZY

PARAMETER　N＝n，　M＝m，

タイトル・カード

入力データの書式指定

〔親縁性の種類の指定キーワード〕

　ここで　　n＝＝サンプル数

　　　　　　規＝次元数

である。

この課題には次の機能がある。

1）入力データの形式として次のいずれかを指定する。

　a）（サンプル）×（変数）　　（通常の多変量型データ行列）

　b）距離行列，類似度行列，関連行列

　b）の場合は，上の書式で親縁性の種類の指定キーワードを次のように与える。

　　　距離行列に対して，DISTANCE

　　類似度行列に対して，SIMI　LARITY

　　関連行列に対して，RELAT　IONAL

2）b）の場合対称行列，非対称行列のいずれに対しても処理が可能である。しかし，非対称行列を入力する場合

は，次のオプション機能の指定が必要である。

〔オプション機能〕

処理の内容 機能キー 条件キー 説　　　　　　　　　明

親縁性の種類の指定 1

回
1

対称行列の入力
@　　　　　　　　（類似度，距離，関連行列）非対称行列の入力
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㎜S　〔分割型クラスター分析／k・’一・means法〕

　クラスター内平方和の最小化を行なう典型的な分割型の手法の一つである。

　初期値の与え方やセントロイドの更新方法により解が一意に定まらない（局所最適である）ので，それを出来る

だけ回避するための手当てが必要である。この課題の特徴として，

　1）初期分割の与え方を選択できる。

　2）クラスタリングの反復試行機能を持つ。すなわち，初期条件を変えて利用者の必要とする回数だけ分類試行

　　をくり返すことが出来る。（REPEAT機能）

　3）クラスタリングの結果として与えられるメンバーシップ・リスト（各サンプルのクラスターへの所属のリス

　　ト）の情報をカードteよび一時作業ファイル上（磁気ディスク）に出力することができる。

　4）クラスター分割の判定基準を目安に，過剰な分割を制御する機能を持つ。

　5）クラスター数評価基準（アフィニティー基準）によりクラスター数の大まかな見積りが可能である。

〔標準書式〕

KMEANS

PARAMETER　N＝n，　M＝m，

タイトル・カード

入力データの書式指定

INITIAL－CLUSTER＝L，　（mx－CLUSTER－k）

　ここで　　n＝サンプル数

　　　　　　m＝次元数

　　　　　　Z＝初期クラスター数

　　　　　　彦＝最大クラスター数

　である。

な訟，この課題では，PARAMETER文として，（n，　m，■）の3つの数値キーを指定することが必要である。

また最大クラスター数kを省略した場合，kの標準値としてダLmin｛侃20｝が与えられる。

〔オプション機能〕

　
　
　
　
処
理
の
内
容
1 機能キー 条件キー 説 明

　　メノバーシツプの中
@
　
間
リ
ス
ト
の
出
力
．

1

回
1

出力しない

o力する

入力データーリスト

ﾌ出力

2
回
1

出力しない

o力する

分割の判定条件 3

回
1
2
3

分割条件を一与えない

ﾖ・≦ε（吻・I　z　　　　　　　　　　　　乙

@己‘≦　ε（　ら

@o‘≦ε（　o乞

：第乞クラスターの分散共分散行列式の値）

F第‘クラスターのクラスター内分散）

F第‘クラスターのクラスター・サイズ）
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機能キー3で．与えた

�盾ﾉ対応する処理

4

回
1
2
3

強制的に処理を続行

?揩�?fする

謔ﾇクラスターを削除して処理を続行

謖蘒Nラスタ内のデータをそのクラスターの最近隣クラスター

ﾉ合併して処理を続行

クラスタリングの反

恷詩s回数の指定

5 回
7
L
l
r

反復しない

ﾎγ回反復する（→REPEATを指定すること）

分類反復結果の分類

﨣�iメンバーシッ

v・リスト）の出力

@定

6
回
π
7
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1@番11のファイルに出力する

@番π秘のファイルに出力する。15≦ππ≦（計算機で使える機番

ﾌ限界）。

クラスタリング反復

級ﾊのカード出力

7 一1

�
P

（サンプル）x（反復回数）の行列形式で出力する

o力しない

ｽ復ごとのメンバーシップ・リストをそのまま行ベクトル形式

ﾆしてカードに出力する
1　　閾値の指定

8
画
　
ε
機能キー3の閾値εを0．0とする

@能キー3の閾値としてεを与える

1

処理の内容 キーワード 説　　　　　　　　　明

初期クラスターの配

囲
一与えたクラスター数彦までの整数を系統的に付与する。

置の与え方の指定 （すなわち，1，2，3，…，髭，1，2，3，…，ん，1，2，

…と一与える〉

GIVEN 初期クラスターの配置を利用者がカードで与える。このとき（16G

50）で突孔した初期クラスターカード群をOPT　IONカードの後に

つける必要がある。

RANDOM 自動生成した乱数により，ランダムに一与える。
クラスタリングの反 REPEAT 初期条件を変えて反復分類試行する。このとき最大クラスター数左
復試行の指定 に対してだけ反復が行なわれる（これはRANDOMを指定のときのみ有効
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ISODATA　〔分割反復最適化型クラスター分析／五SODATA法〕

　この課題は，クラスターの等質性の基準としてクラスター内の平方和を利用する典型的な方法の一つである。基

本原理はまず全データを，適当に代表点を与えて複数の群に初期分割し，この群落に対して個々のデータの再配置

とセンbロイドの更新を適当な反復回数を満たすまでくり返すというものである。

　この他，ISODATAの特徴として，次の諸点がある。

　1）クラスター・サイズの制御機能（クラスター・サイズの小さいクラスターを一一時的に除去する機能をもつ）。

　2）各クラスターについて，次元方向別にデータのちらばりの大きさを調べて分割の有無を，次元別かつクラス

　　ター単位に吟味する（10cally　splitting）。

　3）クラスター間距離を調べて基準に照らして近いクラスター同士はなるべく合併させる（1umping機能）。

　4）クラスターの個数の決定がある程度自動的に行なわれる。すなわち，事前に与えたクラスター数を固定せず

　　に，ある範囲で変化させる。また，パラメータをいろいろ変えながらinteractiveに処理できる。

　5）クラスターの等質性の基準としてクラスター内分散または平方和，クラスター間平均距離などを使うのでよ

　　く分離したクラスターが存在し，しかも各クラスターのサイズが比較的同程度のクラスPt　一の検出，生成に適

　　している。

　6）一与えた典型（事前に与えた試みの分類情報）と，えられたクラスターとの間のクロス表を出力表示する。

　7）クラスターごとの初期平均ベクトル（初期セントロイド・）を利用者が一与えると，それを核とするクラスター

　　生成が可能である。

　8）OPT　ION文と初期セント・イドカード群を1単位とするカードの組を必要な組数だけ・与えると同一データ

　　について初期セント・イドを任意にかえて、軸組もの異なった処理を連続的に行うことができる。

　9）入力デーSが主成分得点データの場合には初期セントロイドの自動付一与機能が働く。これはデータの入力機

　　番が主成分得点用ファイルであることによって識別される。

〔標準書式〕

ISODATA
PARAMETER　N＝＝n，　M＝m，　（CLAS　S＝L）

タイトル・カー一一一ド

入力データの書式指定

ここで n・＝サンプル数

m＝次元野

趣　 o
匡ヨ］練型の入力を行勧ない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（標準値）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z＝1　（典型を入力する）
　　　である。

　Zを指定した場合には，データ中に典型データが一与えられねばならない。このとき次の2つの形式が許される。

　　a）　NTYPE，　（X（i），　i＝1，　m）

　　b）　（X（i），　i＝1，　m），　NTYPE

　ここで，NrYPEは典型データ，（X（i）（i；1，2，…m））は1Vンプルに対するm次元観測データ・ベ

クトルである。

　このどちらの型であるかの識別は，上のa）またはb）のデータの入力データ書式命令文のいずれかを指示すると，

これを解読して自動的に判別する。な寿，NTYP　Eは整数型，　X（i）は実数型デーsとして入力することが必要であ

る。
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〔オプション機能〕

闇　　　　処理の内容
機能キー 条件キー 説　　　　　　　　明

■　　初期セントロイド数

@　の指定

1 回
π
‘

初期セントロイドとして原点を与える

e個の初期セントロイドを読み込む。このとき，OPTION

ｶの後に初期セントロイド・ベクトルを与えるカードが必

vである

希望するクラスター

ﾌ数

2 団
ん
左＊rmin｛r凧20｝を目安に分割する

ｶ個を目安に分割する

一時的に除去したク

宴Xターのクラスタ

@　　イズの上限

3 圖
π
ノ
3

クラスター・サイズが2のクラスターは計算から一時除去

ｷる

Nラスター・サイズがη3のクラスターは計算から一時除去

ｷる

合併時のクラスターセ

塔gロイド間の距離の

ﾎの取り上げる個数

4
回
η
「
¢

取り上げない

ﾎの組み合わせのうち，値の小さいものから、個まで取り

繧ｰる（リンク・リストの生成と指定）

最大反復回数の指定 5
固
η
レ
1
r

5回以内反復する
ﾎ以内反復するγ

セントロイド更新時

ﾌクラスターごとの

ﾅ：大反復回数

6 回
π
‘

クラスターごとの，クラスター内反復は10回以内である

ｽ復はπ回以内である　　　　o

反復ごとの処理情報

ﾌ出力

7 回
　
O
　
l
鬼

最終回にのみ出力

?ﾔ情報は出力しない

e回ごとおよび最：終回に出力する

j回反復すること，凄よび最終回に出力する

メンバーシップリス

gの出力指定

8 日
　
0
　
1
π
　
彿

最終回に出力

o力しない

P回ごとおよび最：終回に出力する

メンバーシップ・リ

Xトの一時作業ファ

Cルへの出力

9 匝］

ﾎπ

出力せず

@長照上に出力する

クラスターのセント

鴻Cド更新時のセン

gロイドの移動変化

ﾊの最大許容値

10 回
α

最大許容値0．0

ﾅ大許容値をαとする（α＞0）

1　　クラスター内データ

@　の三次元方向のパラ

@　ツキの最：大許容量σ㎜
@
　
（
標
準
偏
差
）
の
指
定
圃

11 間
ゐ
一
。

許容量は1．0である

沫e量はムである（ム＞0）

Sデータを包含する超立方体の最大対角線のβ（o＞0）

{を許容量とする
1
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合併（lUmping）パ 12 匝 クラスター・セントロイド間距離が1．0以下のクラスター

ラメータの指定 は合併する

己 クラスター・セントロイド間距離が己（‘20）以下のク

ラスターは合併する

分害聾（splitti　ng）パ 13 圃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1@能パラメータ11で．与え牟許容量の0．5倍（あるいは6倍）

ラメータの指定 をクラスター・セントロイドの移動量として与える（0．5σ㎜

¢ または，6・σ加儲）
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ASSCC　I　AT　ICN　ANALYS　I　S　〔二値型データの分枝型分類法〕

〔標準書式〕

ASSoc　IAT　ION　ANALYS　I　S

PARAMETER　N＝n，　M＝m，　（MAXCLUSTER＝＝1，　（MINCLUSTER＝k））

タイトル・カード

入力データの書式指定

ここで，　n＝サンプル数

　　　　　皿＝次元数

　　　　　■＝クラスター数の最大許容量

　　　　　kニクラスター・サイズの最小許容サンプル数

である。

〔制限事項〕

　1）しの指定を省略してkだけを指定することはできない。

　2）オプションとして入力データの項目（変数）に対して8文字以内の項目名を与えることができる。項目名を

　　指定するカード群は入力データ書式指定のあとに続けて置く。

　3）計数多値データ（カテゴリカル・データ）を，2値型のバイナリー・データに変換した上で，分類を行なう

　　ことができる（→オブ・7ヨン機能参照）。

　　　この指定法は他の課題と若干異なるので，次に説明しておく。

O　［OPTION

＠

冗・1，　η・2，　一”。”。●　　ni

ml（1），　m2（1），　”‘”‘”’　mnlCl）

Ml（2），　m？（2＞　””””’　m．2C2）

M・（・），副一…遍乞）

　まず①でi個の項目に対して，各項目ごとにそれぞれ何個のカテゴリーを0値に変換したいかその個tw　niを指

定する。つまりniは第i項目に対してはni個のカテゴリーを0値に変換することを意味する。

　つづいて②は①で指定した各項目内でどのカテゴリーを。にかえたいか，そのもとの数値コードを列挙する。こ

のときの書式は固定で（2014）であることが必要である。
た・え蜘の項目は，「・・｛・を・値に変換する・㍉その＝一・は・・（1），　m・（’！……・㌃11）である・蹴る・

他の項目についても同様である。

　また指定したカテゴリー以外の数値コードはすべてttl”となり結果として，多値データが（0，1）型データ

に変換されたことになる。

　4）データ入力書式は可変であるが，入力形式に若干の制約がある。

　　　すなわち，NSAMP　LE，（IX（i），　i＝1，　m）の形式であることが必要である。ここでNSAMPLE（サ

　　ンプル識別番号）は文字型変数（Aタィブ），分類データーX（．）は整数型でなければならない。
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MAID　〔多変量データ逐次二分割法〕

〔標準書式〕

MAID
PARAMETER　N＝n，　PRED　I　CTOR＝m，　DEP　ENDENT＝1

タイトル・カード

入力データの書式指定

　　ここで　　nニサンプル数

　　　　　　　m二説明変数の次元数

　　　　　　　L＝外的基準の次元数

　　である。

　AID法（Automatic　Interaction　Detector　method）は，カテゴリカル・デー一一・タである説明変数群X

の情報を利用して，外的基準（従属変数）Yとして与えられた量的データを逐次二分割する方法である。

　標準的なAID法では，　Yとして1次元データを一与えるが，ここでは，さらに一般化して多次元の外的基準の場

合も扱うことができる。なお入力データ形式として，次の4つの型がある。

　　a）　（Y（］’），ブ＝1，L），　（IX（i），　i＝1，　m）

　　b）　（IX（i），　i＝＝　1，　M），　（Y（7’），　7’＝1，　1）

　　c）　NSAMPLE，　（Y（1’），　1’一1，　Z），　（IX（i），　i＝1，　m＞

　　d）　NSAMPLE，　（IX（i），　i＝：1，　m），　（Y（」），　／’　一一　1，　L）

　ここで。），d），はa），b）の変形でサンプル番号（NSAMPLE）まで入力する場合に相当する。

　1）IX（・）は説明変数ベクトル，　Y（・）が外的基準データである。ここでIX（・）は整数型，　Y（・）は実数型で一与える。

　2）　a）が標準形式であbその他の型のデータを入力する場合には，オプション機能の機能キー1teよび機能キ

　　一7を組み合わせて条件を指定することができる（→オプション機能）。

　3）説明変数に対する名称付与の機能。

　　　説明変数の名項目に対して名称を付一与することができる。この名称は出力リストの中で利用される。名称を

　　付一与したい場合には項目の数（m）だけの枚数のカードを用意し，1変数名に対し1枚のカードを使って8文字以

　　内の名称を与える。このとき，その8文字がカード上の80クラム内のどこに位置していてもよい。

　　　なおこのカード群は必ず，入力データ書式指定命令文につづいて置く。

　　　この名称付与カードを与えない場合には，標準値が一与えられる。

〔オプション機能〕

処理の内容 機能キー 条件キー 説　　　　　　　　明

データ入力形式の指 1

回
1

a）型または。）型データのとき

aj型またはd）型データのとき

‘　　クラスター数の最大

@
数
圃
幽

2
回
7
㌔
㎜

が（サンプル数の平方根）

ﾎ㎜個まで分割する

クラスター・サイズ

ﾌ最小数 3
1

團
㌦
乞
π

クラスター・サイズが5以下のクラスターが現われるまで分割

ｷる

Nラスター・サイズが㌦翻になるクラスターが現われるまで

ｪ割する
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クラスタリングの終

ｹ判定基準の指定

4

回
1
2
3
4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
@能キー2，，3，8，9，のすべてを照合する

@能キー2のみ照合する

@能キー3のみ照合する

@能キー8のみ照合する

@能キー9のみ照合する

入力データの出力の

L無

5
回
1

出力する

o力しない

説明変数の分割の条

盾ﾌ指定

6

0
回

各カテゴリーごとに求めた外的基準の平均で順序づけし，順序

ﾚ度化する。

Jテゴリーのすべての2分割の組み合わせを調べる

　　？に付与したサ

塔vル番号の入力指

ｦ

7

回
1

入力しない

?ﾍする

TSSl／rSSTの値。

Sデータの平方和

iTSST）とクラス

^ー内平方和（TSSI）

ﾌ比の限界値の指定

8
圃
　
α
（TSSI／TSST）≦OD8のとき計算終了

?p者が与えたα（≧0）のとき計算終了

BSSI／rSSTの値。

黒ｽ方和（TSST）

ﾆ，ある2分割が行

ﾈわれたときのクラ

Xター間平方和

iBSSI）の比の限

E値の指定

9 国
　
6

（BSSI／rSSI）≦0．05のとき計算終了

@　　　　　　　　＼．?p者が与えたゐ（tt　o）のとき計算終了
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PCA　〔主成分分析〕

　この課題指定により標準的な主成分分析法の処理が可能である。

　なお，主成分分析の結果えられた主成分得点データを他の課題の入力デーSとしてクラスター化することが可能

である。

〔標準書式〕

PCA（PRINC　I　PAL　COMPONENTS　ANALYS　I　S）

PARAMETER　N＝n
タイトル・カード

入力データの書式指定

M＝m

　ここで　　n＝サンプル数

　　　　　　m二次元高

　である。

この課題を利用するときには次の点に注意しなければならない。

1）変数が70次元以上（m＞70）では利用できない。

2）求めた主成分得点データを一時作業ファイル（磁気ディスク，機番nn＝04）上に出力する。このとき出力

書式は（10　F　8．4）である。したがって得点データを他の課題で利用する場合の入力書式はこれを指定する。

3）主成分の次元数はmin｛m，10｝で与えられる（すなわち最大で10成分まで）。

〔オプション機能〕

処　理　の　内　容 機能キー 条件キー 説　　　　　　　　　　　明

ノ検定結果の出力 1

回
1

出力しない

o力する

入力データ・リストの出力指定 2
回
1

出力しない

o力する

分散・共分散行列の出力指定 3

回
1

出力しない

o力する

正規化データ・リストの出力 4

回
1

出力しない

o力する

分散・共分散行列の行列式の値 5

回
1

出力しない

o力する
剛　固有ベクトル行列の出力

6
回
1

出力しない

o力する

相関行列，因子負荷量行列，固

L値，寄与率の一覧表の出力

7

o
国

出力しない

o力する

因子負荷量の散布図の出力 8

0
回

出力しない

o力する（第1，2，3成分に対して，3通りの散布

}）
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録付

付表一一例題，

一27一



TEST　SCHEOULE　（1）　CAsSDCIATION　ANALYSIS｝

READ　INPUT　BINARY　DATA
　→顧■欄■噂置口●■曲9¶■願刷駐韓刷■骨●●印。口■甲［卿帽・曹騨卿煽酔。●■ψo十

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　l　INSERT　HERE　DATA　SET　（A｝　l
　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　・●・甲一噛［剛夢帽陶■o●■●o卿畢験。●噸P馴，■r顧■P卿，輔馴r■膨，■●匿廟4陶

AsSOCIATIeN
PARA卜唾ETεR　　N＝50，　H露5

ASSOCIATION　ANALYS1S！　THIS　I5　丁HE　FIRST　了RIAL
｛IX，A4，5X，511）

AS50CIAT：ON
PARAMETER　CASES　50　DIMENSIONS　5
THI5　15　THE　SECOND　TR；ALI　THE　CASE　WITH　THE　AOD；TIONAL　：TEM　NAME5
く1X，A｛し，5X，511｝

崇1TE凹。A
＃　iTEM．B
　　9　1TEM願（：

　　　毒　IT印脚D

　　　　岸　：TE例，E

INPUT　DATA　1S　REGISTERED　eN　OISK
ASSOCIATION　ANALYSIS
PARAMETER　5AMPLES＝48，D；MENSIONS：6
DEMO　SCHEDULE　BY　KENDALL，5　DATA　DEFINEO　ON　OISK
くA3，613，

OPTION
　　　7　　8
　　　1　　2

　　　0　　7
　　　8　　9

　　　3　　4

　　　9　10

5TOP

3，5tgpSs“e2

9
3
8
0
7
’

　
　
　
工

4一　S
10

8
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TEST　SCHEDULE　（2）　（CLUSTERING　FOR　CATEGORICAL　DATA）

READ　CARO5
　→，一嘱■囎印●吻皇臣噸一顧騨騨椰卜燗P層，r，●騨■側騨■■欄■騨曜煽障卿嘲P刷［閣■oo刷噂→顧

　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　I　INSERT　HERE　DATA　SET　（e）　i
　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　司レ■，Or瞬r■卿P脚■●願●置儒●學騨騨r融聯唱P嗣■o帽騨聯卿卿■［燭■卿■■需噸，

CLUSTERING　FOR　BINARY　DATA
PARAMETER　N＝32，　M＝6
THE　RESULT　OF　THE　EXAMINAT：ON
（2X，612）

CしU5⊂ATEGOR：（二AL　DATA

PARAMETER　CASES　ARE　S2　：　VAR：ABLE5　ARE　6
　　　　　　　　　　　　　　’．騨　丁工TしE　1S　鱒　’「HE　RεSULT　OF　TEST

　　　　　　　　　　　　　　（2X，612）

OPT］DN　51MILARITY　IS　VsED，　AND　CONDITrON
CLUsCATEGORY
PARAMETER　SAMPLE5＝32，VARIAeLES：6
e．一　SCHOOL　DATA　一一．
（2X，6F2．0）

READ　DATA　CARD5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

HBRl
SATOU
URANO
sHi：NA
KA凹ODA
HAMANO
KUR：YAMA
TANeA
HUNAOA
NAGAE

CLUsTER：NG
PARAMETER　5AMPLES
・噂卿　AN　EXA卜SPLE　OF
（　1　7　×　，　1　4　：　2

　　　　　　　1NPUTREAD
ユoo

　　8Q

　　80

　　40

　　20

　　iG

CLUS

1

80
100
8S
　70
40
30

PARA図ETER
TEST
C6F4．2）

80
85
100
40
so
25

DATA
40
70
40
100
　75
　65

2
2
2
2
3
2
1
2
1
1

2
2
3
3
2
3
2
1
3
1

1
3
2
3
1
3
1
3
3
3

3
1
2
1
3
1
3
三
－
i

2
2
3
2
1
1
3
3
2
3

2
2
3
3
3
2
2
2
3
2

2
2
1
1
2
1
1
3
1
1

1
1
1
2
2
3
2
1
3
3

2
2
1
2
1
2
2
1
1
1

10　／　VARIABしES　】，4

VOTING　DATA　卿・噸
）

S
O
O
り
盈
9
鑑
♂
n
U
O

－
2
4
3
7
0
？
・

　
　
　
　
　
1

2
3
2
1
2
2
1
1
3
3

↓
1
2
2
3
3
3
3
2
3

2
2
2
1
1
2
1
2
1
3

↓
1
2
2
3
↓
3
2
2
3

2
2
1
3
2
1
3
1
3
2

！　三三ETHOD　3　！

A　RELATIeNAL．TYPE
10
30
25
b5
70
100

CATEGORICAL　ANAR：SYs
　　　　　　CAsES（　6），DrMENSIONSC　6）

OATA　OF　VISUAL　REsPONSE

OPT：ON
REAO　A
　　　　：

　　　　2

　　　　s

　　　　4

【
り
F
一
7
0
9
5

　
C
o
■
■
■

S
N
ハ
U
A
U
O
ハ
U

F
一
A

H
》
〒
l

l
＝
こ
O
ツ
「
’
0
9

△
【
・
1
δ
O
■
■
●

V
｛
り
O
O
ハ
U
O

tt

IS　（1，6）

：　51MZLARITY．TYPE

DISTC4，1），POWER＝2．5，AND　WEIGHT＝S
MATR真X

1
0
9
0
7
π

●
　
●
　
●
　
■

∩
》
O
ハ
》
ハ
UCLUSCATEGORY　DISTANCE

PARA
CLVsTER　ANALYslS
CsX，4FS．1）
OPT10N　NOR卜嘩ALIZE
READ　A　CORRELATSON
　　　　1　1．0　一〇．3　．e．4

　　　　2　一〇，］　1．o　o．1

　　　　3　一〇．4　O．1　1．0

　　　　4　O．2　．0．4　e．3

CLUSCATEGORY　：
PARAMETER　CAsE5　g
CLUSTER　GENERATION

‘5X，もF5■OPTIONS　ARE　SPECIFIEO
STOP

Oeg
O．5
0．7

0．e

TEST
VARIABLES，CASES＝4，TYPE　15　DISTANCE

　　YES｛2，V，POWER（S）　15　1．e
　　　　MATRIX
　　　　　　　O．2

　　　　　　骨。。ら

　　　　　　　O．5

　　　　　　　1．O

HIERARCHICAL　CLUSTERING　METHeD　FOR　CATEGORICAL
　　　　VARIABLES　＝　L，　TYPE：RELATIONAL
　　　　FOR　CORRELATION　MATRIX
　　　　　　　工　〕

　　　　　　　THE　FOLLOWI村Gノ｛2，1），くら，3），‘5，1・5｝ノ

AND　BINARY　DATA
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TEST　SCHEDULE　｛3｝　｛FVZZY　CLUSTERING）

READ　rNPUT
　　　　1　11

　　　2　20
　　　3　3i
　　　ら　　34

　　　5　40
　　　6　45
　　　7　Sl
　　　8　56
　　　9　25
　　　10　SO
印ZZY

DA了A
　　15

　　20

　　S2
　　35

　　42
　　ら6

　　42

　　S4

　　25

　　28

PARAMETER　N：10，　M＝2
EXAMPLE　CA），　CASES　BY
（5X，2F5．1）

RピAD
100
　　79

　　b5

　　58

　　47

　　Sl

　　34

　　13

INPUT　CARO

VAR：ABLES

　79　65　58　47　S1
100　76　81　66　56
　76　100　75　56　43
　81　75　100　79　67
　66　56　79　leO　86
　56　43　67　86　10e
　60　64　76　．68　60
　］3　46　60　54　“9

3“　13
60　SS
64　ら6
76　60
68　54
60　49
1eO　75
75　10e

FUZZY　CLUsTER：NG
PARAMETERS　N　OF　CASE5　8，　N　OF　VARIABLE5　8，51MZLARITY”TYPE
EXAMPLE　CB），SIM：LARITY　MATRIX
｛8Fら。2，

READ　DATA
　　　　1　O．O　O．S　O．4　O．2
　　　2　o．s　o．o　e．1　o．4
　　　　3　O．4　O．1　O．O　O．S
　　　4　O．2　O．4　O．S　O．O
FUZZY　CLUSTERIN6
PARAMETER　CAsES，VAR：ABLE5　＝　4　，　D；STANCE
EXAMPLE　CC），DISTANCE　TYPE
（　SX，　LFF5．1　）

T
駈
∩
U
3
ム
「
2
M
N

け
U
●
●
●
●
ム
門

n
r
・
↓
直
U
a
U
ハ
U
臼
n

N
　
　
　
　
　了
・

一　
－
●
2
3
4
．
Y

h
U
　
　
　
　
　7」

A
　
　
　
　
　
7
伽

F
騙
　
　
　
　
　
n
U

【
K
　
　
　
　
　F
璽

　　　　　（

OPTION
sTOP

岡EDIU凹　1S　CARO
畠。．6　騨。．4　　0・8

　1．0　O．1　O，4
　e．1　1．o　o．］
一〇．4　O．3　1．O
　　　　　CLOsURE

IMAGE

　　　TRAN51TIVE
CHE⊂K　　FOR桝3REしA了10酎AL
　　　PARA凹ETER　　　　　SA掃PしES｛N，N⊃富ら，　　RELAT：ON
　　　　　　　謝＃＃　　RELAT：ONAし　AND　AsSY門卜弓ETRY　DATA　　＃謬9

　　　　　5X，　（1　F　5．1　）
　　　　PROXI岡1丁Y　：S　A55岡興ETRy，　SO　SPEC：FY　FUN（；‘1）：；
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TEsT　5CHEDULE　（4）　（HIERARCHICAL　CLUsTERING）

READ　KENDALL，5　DATA
　→脚一り匿■■’rr騨。一．駒弾●鱒ゆ葡●・脚●r一刷P■r畢●一顧・願騨騨・一帰。●司レ

　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　l　INSERT　HERE　KENDALL，5　DATA　l
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　→・r■●，o●酔●囎■學刷’■耀■口囎●■．・一■●の弓■噂甲■口口rP●rP輌■馴rφ

HIERARCHICAL　ANALYSIS
　　PARAMETER　CAsES　48，　DIMENslON5　15
　　scXM　KENDALL，S　DATA　NXsc
　　（　3X，　15FS，O　）

　　OPTIONS　OUTPUT　LEVEL　（1，2）　RANKCORC3）：1　（CALCULATE｝，　RANKCOR（　2）　＝　1　（YES）
HIERARCH1（IAし
PARAMETER　CAsE5　BY　VAR：ABLES，　48　X　IS
”一　KENDALL，S　DATA　．一一
　　　　1．5F3．e｝

Uv・iiON　RANDOM．ADD（7）＝O．1，0UTPIT　LEVEL　IS　CI，］）

H；ERARCH；CAL　CLUSTERING
PARA凹　SA凹PLES　48！　VARIABしES　15／　ME丁HOD＝2
，．，．　KENOALL，S　DATA
（　S　X　，　1　S　F　3　．　0　）

OPTION　METHODC4）＝6　CsPECIFIED　METHOOS　ARE　FROM　TWO　TO　5；X）
INPVT　FILE
HlERAR⊂HI（＝Aし，　（；しりSTERrN（5　METHgD　BY　（＝｛3MB1NATQ只工Aし　5（二HE凹E二

PARA　SAMPLES　ARE　48，　VARS　ARE　15　AND　METHOD　1　15　SPEC；FiED
tt1　KENDALL，5　DATA　IN
（5X，15FS．O）
OPTIONS　METHOD　IS　CARRZED　OUT　UNOER　THE　SPECIFIEO　KEY（4，8）
5TOP

一32一



TεST　S（二HEDULE　く5）　く150DATA　AND　KMEANS♪

　十卿。■■隔騨，r階鱒9響一煽1願●oo卿■燗，o，葡脚r■匂r口■■，噌’■■國■’，鴨●鄭■騨匂レ

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　1　INsERT　HERE　FZsHER，5　：RIS　DATA　1
　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　→・●一，燭r■rr刷．帽隆層層嫡■り●●■騨■一卿P，●一r瞬曜［帽・，刷酔r圏噸レ嶋葡・鱈■，十

150DATA　ANALYSIs
PARA卜噌　150／　4！　CLASS＝11

DEMO　SCHEDULE　B￥　FIsHER，5　IRI5　9ATA
（15，4F5．2）

OPTION5
　　　1，

　　　5．

　　　4，

　　　s．

KMEANS
PARAM

（7，1），（8，1），（1，4），（10，0．Ol），C12，0．9）

O．　2．
2．　4．
3．　4．
Se　4，

　　　　　　METHOD
　　　　　　　偲＝150　門34

FISHER，5　DATA
（　5X，4F5．2　）
OPT；ON
iNPVT　FILE　NO．：5
；SOOATA　MEI’HOD
PARAMETER
FISHER，5　DATA　：
く10F2・O）

ePTIONs
K卜1EANS　A網AしYSlS
PARA
FIsHERtS　DATA
C5　X，　4　F　t｝　．　2

0PT：ONS　ITER．
INPUT　FILE　11
15eDATA
PARA洞　　　‘鰻，醗）　雷

．X　F15HER，S
く　5　F　2　●　O
STOP

■
●
　
O
O

4
，
3
に
♂
5
：　INITIAL．CLUSTER＝2，MAX”CLUSTER＝10
｛IRIS－SETOsA，IRI5－VERSICOLAR，：R15－VIR61NICA）

REPEAT，MEMBERSH；P　FILE（6）＝i5，MEMeERsHIP
　　　　　　　　　　（CLUsTERING－REPEAT　DATA）

L：ST（YES）　（1，1）

5AMPLE5；150，　DIMENSIONS＝10
　　　　　　　　：RIS．5ETOsA，：RI5－VER51COLAR，；RIS一・VIRGiNiCA

MERGE－LiNK（‘，b，1），MAX－ITERATION5（12）　IN　EACH　CLU＄TER　ARE　15

150，4，INITIAL　CLUsTER：6，MAXCLU＄TER：101

　　）

NUMBERS｛5）　ARE　5，　T“RESHOLO（8）　15　e，OS
RECLVSTERENG　THE　RESULI’　OBTA；NEB　BY　REPEAT．TRIALS　OF

　　　CZ50，5）

ZRI5　DATA
　　　　　）

CLUSTERSNG
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TEsT　SCHEDULE　（6）　CMULTIVARIATE－AID）

READ
　4●・●岬■縄脚。■，■瞬。口■［卿■r■扁孕■■騨■’oc脚噂P脚噸P¶卿■r●帽隣。■■騨．■關，■■騨■→幽

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　4　INsERT　HERE　AIO　TEsT　DATA　CI）　t
　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　→，r■噌向－［■騨●o胴騨騨■r謄卿咽Po噂r燗一鰯，刷｝卿欄P●欄駒。■r騨■噸r■■●oの瞬■r露dレ

凹AID
PARAMETER5　N＝24s　PRED：CTOR5：2，　M＝2
＜　AID　TEsT　DATA　＞
（F5．0，F5．2，2：5）

MAID　PROCEDURE
PARAMETER　CAsES，24　1　PREOICTOR，2　1　DIMENSION5，2　1
醤！　　A工D　了EST　OATA　　1tt

（5X，FS．OpF5．2，215）
OPTiON5　MAXGROVPS　（2，8），　5TOPPING－RULE　i5　（‘，，1），　DATA－LIsT　IS　YES（5，1・）

READ　bATA
　→・o夢匿■一口引腰rρ一噛瞬■■脚■－騨r層賜帥■●・r胃甲■層■，■騨。層酔■r置■－P●■堕明P■，■■→’

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　1　INSERT　HERE　AID　TEST　DATA　（2）　1
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　十卿・脚r層．卿騨欄口“一傅r●，q騨●■■■P，■r贈■需。御瞬假r欄匿噂r騨■脚。●口r順r→F

MAID　ANALY51S
PARA　5AMPLES＝50，　PREOICTORSC4｝，VAR：ABLES〈3）
DE凹O　DA丁A　GENERATED　FROM　RANDO門　NUMBERS
（15，　412，　3F7．2）

OPTION5　INPUT　FORM（1）＝1，　5EQNUMBER（7）＝1
MAIDIMULTIVARIATE　AUTOMAT：C　INTERACTION　DETECTOR
　　　　　PARA　：　N　OF　CAsES　：　50　：　PREO＝　4　VAR；ABLES＝　3
　　　　　（　RANDOM　DATA　）

　　　　　csx，gr2，3F7．2　）

　　　　　OPTIONS　TSstlT55T（8｝＝O．07，　B5511日目51（9）＝O．06，　INPUT．FORM　15　（1，1）

READ　CARD
　十〇岬騨po■●り9■曹9一馴［■rqg層■■o■刷腰帽夢●噸●●噸慶韓■，■¶■囎章■●騨¶■甲←

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　1　；NsERT　HERE　A：D　TEST　DATA　（3）　I
　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　・○・燗’r■騨■o●韓引脚r■曜騨■，■”o曾●置咀P甥［■o口印■o■，璽■■●r匿騨●や

MAIO　：　TEsT　DATA
PARAMETER　＝　（CASES　50，　PREblCTOR　IS，　VARSABLES　5　）
＜＜＜　　↑ε5T　DATA　　＞＞＞

C　：　5　，　F　5　，　O　，　F　5　．　1　，　3　F　5　．　0　，　S　X　，　1　5　1　1　）

擬　丁EsT標A　　　3

　K　TEST．B　4
　　軽　TE：ST鱒C　　　 4
　　　耗　TEST卿D　　　5

　　　　畳　τEST，E　　　3

　　　　　tt　TEST．F　3
　　　　　　M　TEST．G　4
　　　　　K　TEST．H　3
　　　　擬　TESTo：　　　3

　　　砦　TE5ToJ　　　4

　　M　TEST願K　　　3

　軽　TEST需L　　　2

畳　TEST鱒”　　　2

0PT1ONS　VAしUE　　く2，10多フ，1｝
　　　　　5TBP
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了EST　SCHεOUしE　｛7）　（PR：N（；IPAし　（；0図ρONENT5　A酎AしY515｝

INPUT　F：LE
PCA
PARA凹ETεR　　N零晦8，

く　KE～DALし15　DA1．A
（BX，15FS．O）

；NPUT　F！LE
　　PCA　．．．，

PARAMETER
く　KENDAしし．S
（　sx，

OPT；ON
；NPUT　TAPE
PCA　IS
PARAMETER
花ST　8Y

M：15
＞

　　　　　　ユ5F3．O

　　　　　　EIGEN
　　　　　　　　　　NO．9

　　　　　　　　PROCEOURE
　　　　　　　　　　SAMPLE5　（2500）　DIMENSIONS　（5｝
　　　　　　　NORMAL．MIXTURE　DATA
csx）2x，F12．SeF12，5，F12eSl）
ePTION　VALUES　＝　SUMMARY｛7，0）CYES｝，　V．COV．　MATRIX（3，P（YE5），

READ　CARD
　・●・葡，標岬隣引庸oo騨，o唱レ帽騨■■■’圃・o，卿印噛「●・o層r●夢or■or■r■顧鵬帰●P，一・●・

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　l　INSERT　HERE　F：SHER，S　IRI5　DATA　1
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　肖←曾■r■帰●r鴨r隔●■層■匪。●r卿■騨禰oo■●卿刷帰廓唖Oo■o禰骨oo，一鞭φ

PCA
PARAM　CASES　ARE　150，　VAR；ABLES　ARE　4
．．．．　FIsHERtS　DATA
CsX，4F5．2）
OPT；ONS　ARE　SPECIF：ED　AS　FOLLOW5；　｛2，1），　｛5，1），　C8，0）

iNPUT　SCORE
HIERARCHICAL　CLUSTERING　BY　SCORE．OATA
　　　　　PARA凹E了ER　　こASES書　150　　VARIAB」ES：　4　　凹EτHOO：　2

　　　　　5CORE　PATA　OER：VED　FROM　FZSHERt5　；RIS　DATA
　　　　　｛らF8●4）

OPTION　IS　GIVEN　TO　THE　OUTPUT　OF　DENDROGRAM，　（1，2）
　　　　　STOP

　3　＜　KENDALしOS　DATA　＞

PRINCrPAL　COMPONENT5　ANALYS：S
N＝48t　M＝15
DATA　〉
　）

　VECTORS＝（6，1），　CH；SQ＝（1，e）

NORM．　DATA（4，1）（YES）
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DATA　SET　（A），　ASSOCIATION　ANALY51S
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↓
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0
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DATA　SET　（B），　CLUSTERING　FOR　CATEGORICAL　OATA
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DATA　sET　A：D　TεSτ　OA圃「A　く工〕
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〔各課題とCHECK命令文の関係〕
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（＊）○印のところが正しい組み合わせと判定される。
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